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短距離搬送方式の展開方式としての改

良はＴ-12Ｓから完成版Ｔ-12ＳＲへ。トラン

ジスタ化はＴ-12Ｓ-ＴｒとＴ-12ＳＲで実現。

当初は市内用ケーブルの心線の一部を

選択使用し漏話を抑えた。その後、市外用

ＰＥＦケーブルが登場する。�

中継間隔は、使用ケーブルにより異なるが�

0.9mmPEFケーブルで9～15km

真空管からトランジスタへ�

　

長距離接続用�

対地用回線構成用�

ディジタル伝送方式�

T-12方式（1956）�
　線路側周波数�
　低群：6～54kHz�
　高群：60～108kHz�
　通話路数：12ch�
�
�

T-12-Tr方式（1958）�
　T-12方式のトランジスタ化�

T-12S方式（1956）�
　線路側周波数�
　低群：12～60kHz�
　高群：72～120kHz�
　通話路数：12ch

T-12S-Tr方式（1958）�
　T-12S方式のトランジスタ化�

T-12SR方式（1964）�
　T-12S-Tr方式をベースに�
　再設計した短距離搬送の標準方式。�

PCM-24方式（1965）�
　短距離搬送へのディジタル方式適用�
　通話路数：24ch

無装荷伝送方式�

F-24方式（1956）�
　通話路数：24ch　�

F-60方式（1958）�
　通話路数：60ch

アナログ同軸伝送方式�

C-4Ｍ方式（1956）�
　通話路数：960ch�
�

C-12Ｍ方式（1962）�
　通話路数：182,700ch

短距離搬送の�
標準方式化�

F-6方式（1939）�
　通話路数：6ch�
�

短距離搬送方式�


